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１． 大気質予測について 

大気の予測手法については、主として「窒素酸化物総量規制マニュアル〔新版〕」に基づ

き、各項目について下表に示す予測手法を用いる計画です。 

〈 施設の稼働（排ガス） 〉 

 有効煙突高さ（上昇式） 拡散計算式 拡散パラメータ 

年平均値 

【有風時（風速2.0m/s以上）】 

CONCAWE式 

（NOxマニュアルp.195：式2-4-7） 

【有風時（風速0.5～1.9m/s）】 

Briggs式とCONCAWE式の線形内挿 

【無風時（風速0.4m/s以下）】 

Briggs式（無風時） 

（NOxマニュアルp.197：式2-4-11） 

【有風時】 

プルームの長期平均式 

（NOxマニュアルp.204：式2-4-24） 

【無風時】 

簡易パフ式 

（NOxマニュアルp.207：式2-4-29） 

【有風時】 

Pasquill-Gifford図の近似関数 

（NOxマニュアルp.208：表2-4-9） 

【無風時】 

無風時に係る拡散パラメータ 

（NOxマニュアルp.210：表2-4-12） 

日平均値 

【有風時（風速2.0m/s以上）】 

CONCAWE式 

（NOxマニュアルp.195：式2-4-7） 

【有風時（風速0.5～1.9m/s）】 

Briggs式とCONCAWE式の線形内挿 

【無風時（風速0.4m/s以下）】 

Briggs式（無風時） 

（NOxマニュアルp.197：式2-4-11） 

【有風時】 

プルームの長期平均式 

（NOxマニュアルp.204：式2-4-24） 

【無風時】 

簡易パフ式 

（NOxマニュアルp.207：式2-4-29） 

【有風時】 

Pasquill-Gifford図の近似関数 

（NOxマニュアルp.208：表2-4-9） 

【無風時】 

無風時に係る拡散パラメータ 

（NOxマニュアルp.210：表2-4-12） 

特
殊
気
象
条
件 

逆転層 

形成時の 

予測 

【有風時（風速2.0m/s以上）】 

CONCAWE式 

（NOxマニュアルp.195：式2-4-7） 

【有風時（風速0.5～1.9m/s）】 

Briggs式とCONCAWE式の線形内挿 

安定層のつきぬけ判定 

（NOxマニュアルp.198：式2-4-20） 

【無風時（風速0.4m/s以下）】 

Briggs式（無風時） 

（NOxマニュアルp.197：式2-4-11） 

安定層のつきぬけ判定 

（NOxマニュアルp.198：式2-4-21） 

【有風時】 

混合層高度 (Lid)を考慮した正規

分布型プルーム式 

（NOxマニュアルp.220：式2-4-38） 

【無風時】 

混合層高度 (Lid)を考慮した無風

パフ式 

（NOxマニュアルp.207：式2-4-29

にLidの反射項を反映） 

【有風時】 

Pasquill-Gifford図の近似関数 

（NOxマニュアルp.208：表2-4-9） 

水平方向の拡散パラメータは評価時

間に応じて修正 

（産公防マニュアルp.153：式4.2.28） 

【無風時】 

無風時に係る拡散パラメータ 

（NOxマニュアルp.210：表2-4-12） 

建物ダウン 

ウォッシュの 

予測 

EPA(米国環境保護庁)のISC-PRIMEモデル（発電所アセスの手引p.255） 

【有風時のみ】 

ISCモデルのBriggsの式を建物との

関係に応じて修正 

 

正規分布型プルーム式 

 

 

Pasquill-Gifford図の近似関数を建物

の影響に応じて修正 

煙突ダウン 

ウォッシュの 

予測 

【有風時のみ】 

Briggs(ダウンウォッシュ)式 

（NOxマニュアルp.198：式2-4-14） 

 

正規分布型プルーム式 

（NOxマニュアルp.204：式2-4-22） 

 

Pasquill-Gifford図の近似関数 

（NOxマニュアルp.208：表2-4-9） 

水平方向の拡散パラメータは評価時

間に応じて修正 

（産公防マニュアルp.153：式4.2.28） 

内部境界層 

形成時の 

予測 

【有風時（風速2.0m/s以上）】 

CONCAWE式 

（NOxマニュアルp.195：式2-4-7） 

【有風時（風速0.5～1.9m/s）】 

Briggs式（NOxマニュアルp.197：式

2-4-11）とCONCAWE式の線形内

挿 

フュミゲーションモデル 

（Lyons & Cole、1973） 

（発電所アセスの手引p.256） 

 

Pasquill-Gifford図の近似関数 

（NOxマニュアルp.208：表2-4-9） 

水平方向の拡散パラメータは評価時

間に応じて修正 

（産公防マニュアルp.153：式4.2.28） 

 

注：1.NOx マニュアル；「窒素酸化物総量規制マニュアル［新版］」（公害研究対策センター、平成 12 年） 

  2.発電所アセスの手引；「改訂 発電所に係る環境影響評価の手引」（経済産業省 原子力安全・保安院、平成 27

年） 

  3.産公防マニュアル；「産業公害総合事前調査における大気に係る環境濃度予測手法マニュアル」（社団法人 産

業公害防止協会、昭和 60 年） 

別 紙 １ 
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施設の稼働に伴う硫黄酸化物、窒素酸化物、浮遊粒子状物質の予測手順（年平均値） 
【p6.2-2[294]～p6.2-3[295]「硫黄酸化物」、p6.2-8[300]～p6.2-9[301]「窒素酸化物」、p6.2-13[306]～

p6.2-14[307]「浮遊粒子状物質」】 

 
 NOxマニュアルに基づく大気拡散式による数値計算により、施設（発電所）の稼働に伴う二酸

化硫黄、二酸化窒素及び浮遊粒子状物質の寄与濃度と将来環境濃度（年平均値）を予測します。 

 

図 年平均値の予測手順 

調 

査 

 

 

解 

析 

及 

び 

予 

測 

計 
算 

 

予 

測 

結 

果 

 

 

 

気象条件の設定 

現地調査(気象) 

 地上気象 

(対象事業実施区域) 

・風速 

・日射量､放射収支量 

上層気象 

(対象事業実施区域) 

・風向、風速（190ｍ） 

 

大気安定度 

煙突頭頂部の風 

(風向、風速) 

二酸化硫黄、二酸化窒素、浮遊粒子状物質の 

将来環境濃度(年平均値) 

 
 
＋ 

・将来寄与濃度 

・バックグラウンド濃度(環境濃度) 

バックグラウンド濃度の設定 

・環境濃度（二酸化硫黄、二酸化窒素、

浮遊粒子状物質） 

  

 

 

文献その他の資料 

・大気質(20km圏内の一般局) 

一般局における至近 5年間の 

年平均値の平均値 

二酸化硫黄、二酸化窒素、浮遊粒子状物質の 

寄与濃度(年平均値) 

濃度コンター図 

・将来 

二酸化硫黄、二酸化窒素、浮遊粒子状物質の寄与濃度(年平均値) 

寄与濃度（一般局） 

・将来 

拡散計算 

拡散計算式 

・有風時(風速 0.5m/s以上) 

 プルームの長期平均式 

・無風時(風速 0.4m/s以下) 

 簡易パフ式 

有効煙突高さ 

・有風時(風速 2.0m/s以上) 

 CONCAWE式 

・有風時(風速 0.5～1.9m/s) 

 Briggs式と CONCAWE 式の線形内挿 

・無風時(風速 0.4m/s以下) 

 Briggs式と CONCAWE 式の線形内挿 

拡散パラメータの設定 

硫黄酸化物、窒素酸化物、ばいじんは全て二酸
化硫黄、二酸化窒素、浮遊粒子状物質に変換 

事業計画 

煙源諸元の設定 
・排出ガス量 
・煙突の実高さ 
・排出ガス温度 
・硫黄酸化物、窒素酸化 
物、ばいじん排出量 

環境保全措置 

運転計画の設定 
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施設の稼働に伴う硫黄酸化物、窒素酸化物、浮遊粒子状物質の予測手順（日平均値） 
【p6.2-2[294]～p6.2-3[295]「硫黄酸化物」、p6.2-8[300]～p6.2-9[301]「窒素酸化物」、p6.2-13[306]～

p6.2-14[307]「浮遊粒子状物質」】 

 
 NOxマニュアルに基づく大気拡散式による数値計算により、施設（発電所）の稼働に伴う二酸

化硫黄、二酸化窒素及び浮遊粒子状物質の将来環境濃度（日平均値）の寄与高濃度日と実測高濃

度日を予測します。 

図 日平均値の予測手順 
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及 
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測 
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算 

 

予 

測 

結 

果 

 

 

 

 

 

拡散計算 

気象条件の設定 事業計画 

年平均値と同様 年平均値と同様 

年平均値と同様 

二酸化硫黄、二酸化窒素、浮遊粒子状物質の 

寄与濃度(年間 365日における日平均値) 

寄与濃度 

・将来 

＜寄与高濃度日＞ 

 寄与高濃度日の抽出 

日平均最大値、上位 5日間平均値 

＜寄与高濃度日＞ 

二酸化硫黄、二酸化窒素、浮遊粒子状物質の 

将来環境濃度(日平均値) 

 

 
＋ 

・将来寄与濃度の日平均値 

・バックグラウンド濃度 

＜実測高濃度日＞ 

二酸化硫黄、二酸化窒素、浮遊粒子状物質の 

将来環境濃度(日平均値) 

 

 
＋ 

・将来寄与濃度の日平均値 

・バックグラウンド濃度 

＜実測高濃度日＞ 

 実測高濃度日の抽出 

一般局で日平均値の最大が出現した

日の発電所寄与濃度の日平均値 

バックグラウンド濃度の設定 

文献その他の資料 

・大気質(20km圏内の一般局) 

・環境濃度（二酸化硫黄、二酸 

化窒素、浮遊粒子状物質） 

日平均値の最大値  

バックグラウンド濃度の設定 

文献その他の資料 

・大気質(20km圏内の一般局) 

・環境濃度（二酸化硫黄、二酸 

化窒素、浮遊粒子状物質） 

一般局における至近 5 年間の

日平均値の年間 98％値あるいは

日平均値の年間 2％除外値の平

均値 
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施設の稼働に伴う特殊気象条件時（逆転層形成時）の予測手順 
【p6.2-2[294]～p6.2-3[295]「硫黄酸化物」、p6.2-8[300]～p6.2-9[301]「窒素酸化物」、p6.2-13[306]～

p6.2-14[307]「浮遊粒子状物質」】 

 

逆転層形成時について、NOxマニュアルに基づき、二酸化硫黄、二酸化窒素及び浮遊粒子状物

質の将来環境濃度（1時間値の最大値）を予測します。 

図  逆転層形成時の予測手順 
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及 

び 
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測 
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果 

 

拡散計算 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

硫黄酸化物、窒素酸化物、ばいじんは全て二酸化硫黄、

二酸化窒素、浮遊粒子状物質に変換 

 

気象条件の設定 

二酸化硫黄・二酸化窒素・浮遊粒子状物質の将来環境濃度(1時間値の最大値) 
 

 
＋ 

 ・バックグラウンド濃度 

・将来寄与濃度 

現地調査(気象) 

 地上気象 

（対象事業実施区域） 

・風速 

・日射量､放射収支量 

逆転層を突き抜ける 逆転層を突き抜けない 

大気安定度 

逆転層 

出現頻度 

風向・風速 

有効煙突高さ 

・有風時(風速 2.0m/s以上) 

 CONCAWE式 

・有風時(風速 0.5～1.9m/s) 

 Briggs式と CONCAWE式の線形内挿 

・無風時(風速 0.4m/s以下) 

 Briggs式と CONCAWE式の線形内挿 

バックグラウンド濃度の設定 

・環境濃度（二酸化硫黄、二酸化窒素、浮遊粒子状物質） 

 逆転層形成時に最大着地濃度が出現した日時におけ

る半径 10km圏内の一般局の 1時間値の最大値  

文献その他の資料 

・大気質(20km圏内の一般局) 

拡散計算式 

・有風時(風速 0.5m/s以上) 

 混合層高度を考慮した正規分布型プルーム式 

・無風時(風速 0.4m/s以下) 

 混合層高度を考慮した無風パフ式 

拡散パラメータの設定 

二酸化硫黄、二酸化窒素、浮遊粒子状物質の 

寄与濃度(1時間値) 

寄与濃度 

・将来 

事業計画 

煙源諸元の設定 

・排出ガス量 

・煙突の実高さ 

・排出ガス温度 

・硫黄酸化物、窒素酸化物、 

ばいじん排出量 

環境保全措置 

運転計画の設定 

逆転層突き抜け判定 
・接地逆転層突き抜け判定 
・上層逆転層突き抜け判定 

高層気象 

（対象事業実施区域） 

・気温(地上～1,500ｍ) 

・風向、風速(200ｍ) 
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施設の稼働に伴う特殊気象条件時（建物ダウンウォッシュ発生時）の予測手順 
【p6.2-2[294]～p6.2-3[295]「硫黄酸化物」、p6.2-8[300]～p6.2-9[301]「窒素酸化物」、p6.2-13[306]～

p6.2-14[307]「浮遊粒子状物質」】 

 

建物ダウンウォッシュの発生について、米国環境保護庁（U.S.EPA）の ISC-PRIME モデルにより、

建物ダウンウォッシュの発生について検討します。建物ダウンウォッシュが発生する場合には二

酸化硫黄、二酸化窒素及び浮遊粒子状物質の将来環境濃度（1時間値の最大値）を予測します。 

図  建物ダウンウォッシュ発生時の予測手順 

調 

査 

 

解 

析 

及 
び 
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測 
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気象条件の設定 

現地調査(気象) 
 
地上気象 
（対象事業実施区域） 
・風速 
・日射量､放射収支量 

上層気象 
（対象事業実施区域） 
風向、風速（190ｍ） 

大気安定度 

建物ダウンウォッシュは発生しない 

二酸化硫黄、二酸化窒素、浮遊粒子状物質の将来環境濃度(1時間値の最大値) 

 
 

＋ 

 ・バックグラウンド濃度 

・将来寄与濃度 

周辺建物における影響風向判定 
煙突と近接する建物間の距離が（近隣する建物の高さ
と建物の風向方向投影幅の小さい方の 5倍）以内、か
つ、煙突高さが（近隣する建物の高さ＋建物の高さと
建物の風向方向投影幅の小さい方の 1.5倍）以下 
 

建物ダウンウォッシュが発生する 

バックグラウンド濃度の設定 

・環境濃度（二酸化硫黄、二酸化窒素、浮遊粒子 
状物質） 

 建物ダウンウォッシュ発生時に最大着地濃度

が出現した日時における半径 10km 圏内の一般局

の 1時間値の最大値 

文献その他の資料 
・大気質(20km圏内の一般局) 

YES 

NO 

二酸化硫黄、二酸化窒素、浮遊粒子状物質 

の寄与濃度(1時間値) 

寄与濃度 

・将来 

拡散計算 

 

 

 

 

 

 
 

硫黄酸化物、窒素酸化物、ばいじんは全て二酸化硫黄、

二酸化窒素、浮遊粒子状物質に変換 

 

 

拡散計算式 
･正規分布型プルーム(ISC-PRIMEモデル)式 

拡散パラメータの設定 

風向、風速 

事業計画 

煙源諸元の設定 
・排出ガス量 
・煙突の実高さ 
・排出ガス温度 
・排出ガス速度 
・硫黄酸化物、窒素酸化 
物、ばいじん排出量 

環境保全措置 

運転計画の設定 

建物配置の設定 
(煙突周辺) 
・建物の高さ 
・建物の奥行き 
・建物の幅 

有効煙突高さ 

・Briggs(ISC-PRIMEモデル)式 
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施設の稼働に伴う特殊気象条件時（煙突ダウンウォッシュ発生時）の予測手順 
【p6.2-2[294]～p6.2-3[295]「硫黄酸化物」、p6.2-8[300]～p6.2-9[301]「窒素酸化物」、p6.2-13[306]～

p6.2-14[307]「浮遊粒子状物質」】 
 

煙突ダウンウォッシュの発生について、NOxマニュアルに基づき、煙突ダウンウォッシュの発

生について検討します。煙突ダウンウォッシュが発生する場合には二酸化硫黄、二酸化窒素及び

浮遊粒子状物質の将来環境濃度（1時間値の最大値）を予測します。 

図  煙突ダウンウォッシュ発生時の予測手順 
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事業計画 

煙源諸元の設定 
・排出ガス量 
・煙突の実高さ 
・排出ガス温度 
・排出ガス速度 
・煙突内径 
・硫黄酸化物、窒素酸化 
物、ばいじん排出量 

環境保全措置 

運転計画の設定 

気象条件の設定 

現地調査(気象) 

 

上層気象 

（対象事業実施区域） 

・風向、風速（190ｍ） 

大気安定度 

煙突ダウンウォッシュは発生しない 

バックグラウンド濃度の設定 

・環境濃度（二酸化硫黄、二酸化窒素、浮遊粒子 

状物質） 

 煙突ダウンウォッシュ発生時に最大着地濃度

が出現した日時における半径 10km 圏内の一般局

の 1時間値の最大値 

文献その他の資料 

・大気質(20km圏内の一般局) 

二酸化硫黄、二酸化窒素、浮遊粒子状物質の将来環境濃度(1時間値の最大値) 

 

 
＋ 

 ・バックグラウンド濃度 

・将来寄与濃度 

煙突頭頂部付近の風速≧排出ガス速度の2/3 

煙突ダウンウォッシュが発生する 

拡散計算 

 

 

 

 

 

 

 
硫黄酸化物、窒素酸化物、ばいじんは全て二酸化

硫黄、二酸化窒素、浮遊粒子状物質に変換 

 

拡散計算式 

・正規分布型プルーム式 

有効煙突高さ 

・Briggs(ダウンウォッシュ)式 

YES 

NO 

拡散パラメータの設定 

二酸化硫黄、二酸化窒素、浮遊粒子状

物質の寄与濃度(1時間値) 

寄与濃度 

・将来 

風向、風速 

地上気象 

（対象事業実施区域） 
・風速 

・日射量､放射収支量 
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施設の稼働に伴う特殊気象条件時（内部境界層フュミゲーション発生時）の予測手順 
【p6.2-2[294]～p6.2-3[295]「硫黄酸化物」、p6.2-8[300]～p6.2-9[301]「窒素酸化物」、p6.2-13[306]～

p6.2-14[307]「浮遊粒子状物質」】 
 

 フュミゲーション発生時について、フュミゲーションモデル（Lyons & Cole、1973）に基づ

き、二酸化硫黄、二酸化窒素及び浮遊粒子状物質の将来環境濃度（1時間値の最大値）を予測し

ます。 

図  内部境界層によるフュミゲーション発生時の予測手順 

調 

査 

 

解 

析 

及 
び 

予 

測 

計 

算 

 

予 

測 

結 

果 

 

 

事業計画 

煙源諸元の設定 

・排出ガス量 

・煙突の実高さ 

・排出ガス温度 

・硫黄酸化物、窒素酸化物、 

ばいじん排出量 

環境保全措置 

運転計画の設定 

 現地調査(気象) 

 

拡散計算 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
硫黄酸化物、窒素酸化物、ばいじんは全て二酸化硫黄、

二酸化窒素、浮遊粒子状物質に変換 

 

拡散計算式 

･フュミゲーションモデル 

 (Lyons & Cole) 

有効煙突高さ 

・有風時(風速 2.0m/s以上) 

 CONCAWE式 

・有風時(風速 0.5～1.9m/s) 

 Briggs式と CONCAWE式の線形内挿 

 

気象の条件の設定 

大気安定度 

風向、風速 

内部境界層出現条件の検討 

・時間帯の設定(昼間) 

・海風方位の設定 

・連続した不安定層 

 中立層の有無 

・海風層高度の確認 

・発達高度の設定 

・気温と海水温の比較 

バックグラウンド濃度の設定 

・環境濃度（二酸化硫黄、二酸化窒素、浮遊 

粒子状物質） 

 内部境界層フュミゲーション発生時に最大

着地濃度が出現した日時における半径 10km圏

内の一般局の 1時間値の最大値 

文献その他の資料 

・大気質(20km圏内の一般局) 

二酸化硫黄、二酸化窒素、浮遊粒子状物質の将来環境濃度(1時間値の最大値) 

 

 
＋ 

 ・バックグラウンド濃度 

・将来寄与濃度 

拡散パラメータの設定 

文献調査 

・海風層高度 

（傾き） 
地上気象 

（対象事業実施区域） 

・風向、風速 

・気温 

・日射量､放射収支量 

高層気象 

（対象事業実施区域： 

地上～1,500ｍ） 

・風向、風速 

・気温 

海水温 

二酸化硫黄、二酸化窒素、浮遊粒子状物質

の寄与濃度(1時間値) 

寄与濃度 

・将来 


